
４．路面下空洞調査の方法

１．緊急点検・路面下空洞調査の目的
令和７年１月２８日に発生した埼玉県八潮市の道路陥没事故を踏まえ、下水道
管路に起因する道路陥没を未然に防ぐことを目的とする。

２．対象
今回の陥没箇所と同様の大規模な下水道管路※(延長約420km）に存在するマンホール
（約1,700箇所）および緊急点検対象の下水道管路が埋設されている道路（約390km）

※ 処理水量30万㎥/日以上の下水処理場に接続する口径2m以上の流域下水道管路

３．緊急点検の方法

埼玉県
荒川水循環センター
管路延長 約４１ｋｍ

埼玉県
新河岸川水循環センター
管路延長 約４４ｋｍ

埼玉県
中川水循環センター
管路延長 約6１ｋｍ

千葉県
花見川終末処理場

管路延長 約３３ｋｍ

千葉県
江戸川第二終末処理場
管路延長 約4３ｋｍ

東京都
清瀬水再生センター
管路延長 約１９ｋｍ

神奈川県
相模川流域下水道左岸処理場
管路延長 約４３ｋｍ

神奈川県
相模川流域下水道右岸処理場
管路延長 約１５ｋｍ

大阪府
鴻池水みらいセンター
管路延長 約２６ｋｍ

大阪府
川俣水みらいセンター
管路延長 約４４ｋｍ

大阪府、兵庫県
原田処理場

管路延長 約１６ｋｍ

兵庫県
武庫川下流浄化センター
管路延長 約１８ｋｍ

奈良県
浄化センター

管路延長 約１５ｋｍ

○マンホール蓋及びその周辺状況、
マンホール内部を目視により異状の
有無を確認する。

○マンホール内に直接入らず、地上等
から管口カメラをマンホール内に挿入
し、管渠内の異状の有無を確認する。

管口カメラによる点検

マンホール目視点検

探査深度1.5m～2m程度

空洞探査車

電磁波

○空洞探査車等により地盤に電磁波を照射して、1.5m～2m程度
までの深さの空洞を検知する。

下水道管

参考：埼玉県中川水循環センター 処理水量約61万㎥/日 陥没箇所の下水道管口径4.75m

埼玉県八潮市の道路陥没事故を踏まえた緊急点検等について

下水道管


